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「地図と遊ぼう」普及指導者育成講習会　資料
開催日　平成２３年３月６日
会　場　講習：愛知県知多市市民体育館　会議室
　　　　体験：知多市佐布里池パーマネントコース
スケジュール（予定）
８：４５－　９：００　受付
９：００－１０：３０　講習１「地図とアウトドア活動」（新帯）
１０：３０－１０：４０　休憩
１０：４０－１１：３０　講習２「地図を使った活動事例」（松澤）
１１：３０－１２：３０　昼食、移動（体験会場へ）
１２：３０－１３：３０　体験１「初心者への地図見方指導」（新帯）
１３：３０－１４：３０　体験２「ミニオリエンテーリング」（松澤）
１４：３０－１５：００　移動（講習会会場へ）
１５：００－１６：００　講習３「地図を使った体験活動の運営」（新帯）
　　　　　　　　　　　　質疑応答。アンケート記入。
（雨天時は、体験会場を変更する場合があります）
講師紹介
松澤　俊行：元全日本オリエンテーリングチャンピオン。世界選手権日本代表選手。
　　　　　　競技活動のみでなく、「松塾」などでオリエンテーリング指導者として活躍。
日本を代表するプロ指導者。
新帯　亮　：オリエンテーリングインストラクター。１０年前からオリエンテーリングなど
　　　　　　地図を活用した様々なユニークな活動を実践。
　　　　　　ボーイスカウトのキャンプ、企業研修などへのコンサルタント多数。
主催　（社）日本オリエンテーリング協会
　　　この事業は「子どもゆめ基金」（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動です。
§１　講習「地図とアウトドア活動」
■課題１「スーパーのチラシ」
ある朝、朝刊に近所のスーパーのチラシが入ってきました。オープン記念価格で多くの品物が半額です。あなたは、の妻（あるいは家族）から、お使いを頼まれました。チラシの買ってきてほしい品物に丸印がついています。ですが、午後からお出かけの用事があるので、３０分以内で買い揃えなくてはいけません。あなたなら、効率よくこのお買い物を済ませるために、どのようなことを考え、行動しますか？（５分）
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課題１　振り返り
さて、いかがでしたか？
ポイントは「効率よく」という点にあります。買う物も時間も決まっていない場合は、スーパーの中を散歩して気ままに買い物をすればよいでしょう。しかし、この課題では、３０分以内で、確実に欲しいものだけを買わなければなりません。
「効率よく買う」というのは「無駄な時間を減らす」ということです。「無駄」というのは２通りあって、①あまり後戻りせず一筆書きで進む、②迷っている時間を減らす、ということです。
後戻りしないためには、「作戦」が必要です。スーパーではだいたい同類のものは同じ売り場においてあります。同類のものをそこで買い忘れないようにする必要があります。また一筆書きのようにするには、スーパーの売り場構成がわかっていないと作戦がたてられません。最初に野菜、次が魚と肉、その次がお惣菜、と買って、最後に日用雑貨を買う、などという作戦にすればスムーズです。ここで、気づくのは、「初めて行くスーパーでは売り場がわからず結局迷うんじゃない？」という点です。いつも行きなれたスーパーは、だいたいどこに何を売っているかという情報は頭の中に入っているでしょう。初めて行くスーパーでは、「売り場案内図」を最初に手にいれば、迷う確率はすくなくなります。あるいは、さらに積極的に事前に一度行って、どこに何を売っているか調べておく、という手もあります。
「どこで何を売っているか？」という情報は、頭の中に入っていたり、あるいは「売り場案内図」に書いてあります。これらは広い意味での「地図」に相当するものです。すなわち「情報＝地図」ということです。より正確な情報をつかむことが課題解決の第一歩です。
つぎに、この「地図」をベースに「課題」が与えられます。「チラシの○印のものを３０分以内に買う」というのが課題です。課題を効率よく解決するためには、作戦をたて、行動しなければなりません。そして課題が解決されるのです。
■課題２　
売り場案内図も手に入れ、順調に買い物を進めました。しかし、「クリームシチューの素」がどうしてもどこに売っているか見つかりません。あなたらこの窮地、どう切り抜けますか？
（１分）
さて、この事例では、スーパーでお買い物、という身近な事例を紹介しました。「課題を解決」という固い言い方をしましたが、ほとんどのスポーツ、レジャー、そして遊びさえも、我々は、この「課題を解決」することに「喜び」や「楽しさ」を感じるものです。よく子供たちが遊んでいるTVゲームのほとんどは、高得点をあげる、順位をあげる、お姫様を救う、などの課題解決を楽しんでいるのです。
■紹介　「地下鉄ロゲイン」
さて、地図を用いた課題解決を楽しむ企画事例を紹介します。地下鉄の路線図、というのは身近な「地図」のひとつです。これに得点ポイントを置いて制限時間内に高得点をあげる、という「課題」を設定しました。実際に２００９年１１月にこのイベントは実施されました。（つるまいオリエンテーリングクラブ主催。名古屋市公園１００周年記念行事）
参加者は、路線図をみて、作戦をたて、行動します。優勝者の感想文の一部を以下に転載します。
[image: image24.emf]優勝者コメント
今回、予想外の全体の１位という結果でしたが、事前準備は確かに自分なりに納得のいくまでやりました。参加者数は分かりませんでしたが、大人のグループも参加してくることが予想され、小学３年生の息子とのグループで対抗するには、今回のロゲインの醍醐味である地下鉄、市バスをいかに効率的に使うかにかかっていました。
作戦を立てるにあたり、まず、高得点のポイントがどこにあるかに注目しました。目に付いたのは西側のエリア（港、戸田川緑地、大正橋緑地付近）、北東の小幡緑地、南西の保呂公園付近でした。また、地下鉄沿線沿いにはポイントはたくさんあるものの、点数が低いため、非効率な印象を受けました。
　まず目に付いた西側のエリアは高得点ではあるものの、エリアが離れているため、狙うグループも少ないだろうと予想し、うまく繋がれば面白いかなと考え、乗換ナビを活用して色々なパターンで回り方を検討しました。戸田川緑地を繋ぐバスが少なく、思った以上に時間がかかることが分かり、ロスが大きそうなポイントをカットして、最終的に分刻みのスケジュールが５時間で組めたときには、３時間以上はかかっていたと思います。
　北東、南西のエリアは、市バスの繋がりも悪く、走る距離も長くなりそうだったので、もうこれ以上検討するのはやめましたというか、気力的に無理でした。
　本番では、ほぼスケジュール通りにいきましたが、市バスの遅れにより、何度か予定外の目一杯の走りが必要になったり、次の駅やバス停まであと何分といったスリルも味わいました。いつも参加しているロゲインとは違った面白さで、５時間もあっという間に終わりました。
　改めて地図を見ても分かるように、我々のグループは短い距離でも市バスを活用し、走ったまたは歩いた距離は本当に僅かです。名古屋地下鉄ロゲインでしかありえない作戦勝ちという結果になって、本当に達成感のある大会となりました。
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この事例からもおわかりのように、「地図で遊ぼう」というのは、いろいろな地図情報に課題を設定し、その解決を楽しんでしまおう、ということなのです。そして、それをスポーツの形で最も発展させたのがオリエンテーリングです。
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地下鉄ロゲインではポイントを通過した証明として、その場で主催者が指定したポーズで写真を撮ってきてもらいました。
地下鉄ロゲインで使われたポイント設定図
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課題３　「アウトドア活動」
「子どもたちが外で遊ばなくなった」とよく言われます。確かに、昔のように公園で遊ぶ子供の数は減っているのではないでしょうか。またせっかく公園にいても携帯ゲーム機で遊んでいたりします。
1 子供たちが外で遊ばなくなった原因はどこにあると思いますか？３つ以上あげてください。
（３分）
2 子供たちがアウトドアで活動する場面にはどんなところがありますか？
５つ以上あげてください（３分）
課題３　振り返り
いかがでしたか？子どもたちが外で遊ばない原因、いろいろありますね。
・塾に行くので、時間がない　・外で遊ぶと怪我をするかもしれないので、親が遊ばせない
・変質者が出没し、物騒だから　・かんけり、とかで遊ぶ遊び方をしらない
・遊ぶよりTVゲームの方が楽しい　・親が仕事で忙しく、つれていけない．．．．．．．
でも、小学生くらいになると、外で遊びたくなるのは昔もかわらないと思います。大人も同様でしょう。外で活動する機会としては実は様々な状況があります。
たとえば　・遠足　・林間学校　・スポーツクラブ　・市民運動会　・公園に犬の散歩　
さらには　・お花見　・レジャーセンター　・お祭り　・スーパーでお買い物
とすると　・登下校　・塾の行きかえり　・電車でお出かけ
というように、まさに、「アウトドア」の「ドア」とは玄関のドアのことであり、玄関から出ることはすべてがアウトドアで、そこにはかならず、「移動」が必要で、かつ、移動に必要な情報、すなわち「地図」が関わっています。ここに「課題」さえ設定してあげれば、あらゆる場面が「地図で遊ぼう」のフィールドになりえるわけです。
すこし、変わった事例を紹介します。最近、携帯電話を利用した遊び「位置ゲーム（略してイチゲー）」というのが流行っています。以下はそれを紹介したホームページの抜粋です。
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　「位置ゲー」という言葉をご存じだろうか。携帯電話のGPS機能を使ったゲームの総称で、2003年からこのジャンルのゲームを提供しているコロプラが提唱している呼び名だ。最近ではマピオンの「ケータイ国盗り合戦  」や本田技研工業の「ケートラ」など、複数のゲームが登場している。 
（中略）ケータイ国盗り合戦は、2005年からマピオンが提供している、GPS機能を使ったスタンプラリーのような無料ゲームだ。日本全国の地域が600の「国」に分かれ、ユーザーはそれぞれの国で位置登録をすると、「国盗り」ができる。国盗りをした数が増えると称号が増え、ゲーム内での地位が上がる仕組みだ。 
　もともとは、自社で提供している地図サービスをもっと使ってもらうために、「ユーザーのお出かけシーンを増やす」（加藤氏）ことを企画したのだという。NTTドコモの位置情報取得機能「iエリア」が全国300カ所に区分されていることから、「これを使ってスタンプラリーをしたら面白いのではないか」と思いついてサービスを始めたとのこと。（中略）「離島まで行くユーザーもおり、ゲームとしてはかなり壮大。ユーザーは自分が国盗りした結果を見て“うっとり”する」と加藤氏は笑う。実際、600カ所を制覇したユーザーは60人以上いるのだという。 （中略）
　なぜこんなにも積極的にユーザーが参加するのか。加藤氏は「ユーザーは国盗りという行為を通じて生きている証を残したい、『自分は今ここにいる』ということを表現したいのではないか」と分析する。 
　今後はケータイ国盗り合戦を「どこかに行きたくなる広告メディア」（加藤氏）として育てていく考えだという。「旅行という非日常を、日常にしたい。国盗りがなければ行かないようなところにも行かされることで、『日本にこんなところがあったんだ』と感じてもらい、より日本を知って好きになってもらえることがゴール」（加藤氏）だと話した。
（http://japan.cnet.com/mobile/20391895/より）
このように、「地図で遊ぼう」というのは「アウトドアで課題を解決しよう」ということなのですが、アウトドアで行うからこそ、生まれるメリットというのがあります。
林間学校やキャンプで、定番のカレーライスを皆さんも一度は作ったことがあると思いますが、どんな味だったか覚えていますか？たいていの場合、カレーはしゃびしゃびで、ごはんはおこげか、芯があるか、普通ならとてもまずいようなものだったのではありませんか？
でも、今、記憶に残っているカレーの味はどうでしょう。味というより、カレーの思い出なのかもしれませんが「楽しかった」という方が多いのではないでしょうか？また普段は一緒に料理などすることのない友達と一生懸命、ときにはけんかもしながら、カレーを作る、という目標に向かってがんばったのではありませんか？
これこそが、アウトドアで行うことの良さなのだと思います。
課題４　アウトドアで活動することの良さ、楽しさはどこにあると思いますか？（３分）
課題５　課題解決することにより生まれる効果にはどんなものがあると思いますか？（３分）
　　　　課題３の②で考えた状況も思い浮かべて考えてください。（３分）
課題４　振り返り
アウトドア、すなわち、玄関のドアより外というのは、玄関のドアより中の生活＝日常とはことなる非日常の世界です。そこにいるのは、家族以外の人たち、すなわち、同級生やとなりの大人、先生、店員さん、初めてあった人、などです。あるいは、企業研修などでは、お互い知らない者同士が初めて団体生活を送っているかもしれません。
また、場所も、初めていく公園や、お祭り、野山でのハイキングなど、非日常があります。
そこでは様々は情報が足りていません。また、人と協力しようにもそのつながりもない場合もあります。そこに「課題」が与えられるわけです。困難な状況の中、作戦をたて、工夫をし、課題を解決すれば大きな達成感がえられるでしょう。また、達成できなくても、その振り返りや反省は次の行動に大きく役立つことになります。
「キャンプのカレーはなぜおいしい」それはたとえば
・電気炊飯器はなかったけれど、自分で苦労して飯盒炊飯でご飯を炊いたから。
・いつもはあまり話さない友達と一緒に作ってみたら、意外といいやつだったから。
・カレーなべを途中でひっくり返し、泣きべそかきながら隣の班にわけてもらったから。
・いつもの夕食はお父さんが残業でいないが、家族みんなで食べたから。。。。。
ほかにもいろいろあるでしょう。
非日常での体験は、深い印象となって残り、必ずや子供たちの一生の宝になると思います。
課題５　振り返り
さて、このように、アウトドアでの課題解決の場面を計画的に企画するのが指導者の役割です。
それは例えば、遠足をまかされた学校の先生や子供会の幹事、あるいは企業研修の人事担当かもしれないでしょう。家族の場合は、お父さんがその役割をするでしょう。
企画するからには、どんな効果を狙っているのか、を考えないといけません。どんな楽しさ、と言い換えてもいいと思います。
例えば、以下のようなものが考えられますが、場面にあわせて、他にも考えられます。
・小学校の遠足で行った先の公園にて、グループ行動の規律を守ることを教えるため。
・キャンプで、自然と親しむ機会づくりとして。
・企業の新人研修で、知らない人を統率し、組織として目標を達成する訓練として。
・ひたすら歩くことで、根性を養う機会として。
・スポーツとして個人でタイムを競う楽しさとして。
・子供会の行事としてみんなで楽しむため。
・地域のことを観光客によく知ってもらうための仕掛けとして。
・お祭りを盛り上げるイベントのひとつとして。
どのような「地図」情報を用い、どのような「課題」を設定し、どのような「効果」をねらうか、それらを企画するのが指導者の役割です。課題は指導者が設定するわけですから、ある意味、参加者と指導者との戦い、にもなってくるわけです。
§２　講習「地図と遊ぶ」場面設定事例
様々な場面での課題設定が可能なのですが、地図を用いる方法は、課題の明確さ、効果の考えやすさ、運営の手軽さ、など多くの特徴をもっています。地図を用いた課題設定、というのはオリエンテーリングそのものです。オリエンテーリングというのは、ハイキングや宝探しなどの延長とも捉えられがちですが、今まで述べてきたように、基本は、効率的な課題解決を競うスポーツです。
それを基本に、様々はスタイルにアレンジすることが可能です。
ここでは、そのいくつかをご紹介します。
（１）スクールオリエンテーリング
最初に紹介するのは、学校、あるいは学校の周辺を利用して行うオリエンテーリングです。
普段見慣れた学校でも、地図と課題を与えることで、即、アウトドア活動の場とできます。
養護学校で試行されたオリエンテーリングでは、地図はスケッチのような鳥瞰図を用いました。
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これにポイント位置を指定してオリエンテーリングの要領で、ポイントを回ってもらいます。
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ポイントには、それぞれ違った種類のシールが置いてありこれをチェック用紙に貼ってきてもらう、という方法です。
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地図だけでは理解が難しい低学年などの場合は、理解を助けるため、チェック用紙は次ページのように写真を付けてあります。
学校の外に出ないため、安全で、かつ短い時間で実施できます。
[image: image3.emf]
もうすこし、地図が読める学年では、記号などを使った地図で、グループで競うようにするとおもしろいです。学校の周辺の安全が確保できる場合は、コースを学校の外に伸ばしてもよいでしょう。（参考資料：浜北市立新原小学校スクールＯの概要報告　静岡大学　村越教授）
[image: image34.png][y OCAD ){—T3> i =

Q 77U BEE) Tr(v) £5(5) #BIX) TERET) Ps ATZ=2(0) D4¥EIW) ALI(H) [ =[]
|rraeoet OXXXS| F 0O0RG re - ||[D@ &> s XLiiviw=pYYOsdFagaal
I 23000 22750

B

[y R THER

scale 1:2,500

contour int. 2m

@UETE 106
2001720 - Frs





（２）キッズオリエンテーリング
地図がきちんと読めない低年齢の子供には、キッズオリエンテーリングという方法があります。地図とポイントは与えられますが、ルートは黄色のテープをつないであって、それをたどれば回れるようになっています。また、ポイントは番号ではなく、動物の絵で示され、ゴール後にはお菓子がもらえるなど、楽しい印象が残るように工夫されています。
キッズオリエンテーリングの地図の例　　　　　　　　　　ポイントの例（動物の絵）
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（３）パークオリエンテーリング
公園は、回りが柵などで囲われていて、車などが入ってこない安全な遊び場です。その中を利用して短いオリエンテーリングを行うことができます。地図も、公園の案内図をそのまま使ってもできます。あるいは、最近はインターネットのGoogleなどから、カラーの地図や航空写真が手に入ります。小さな公園で、全体が見通せても、ポイントの置き方や回し方によって、十二分に楽しいオリエンテーリングが可能です。


なお、公園で行うオリエンテーリングは、「スプリント競技」として世界オリエンテーリング選手権大会の正式種目のひとつですし、全日本選手権も開かれています。
（４）クイズオリエンテーリング
地域のイベントやお祭りで、地域のことを知ってもらう方法として、オリエンテーリングが適しています。オリエンテーリングで名所や知ってほしい所などを巡るコースを設定します。
また、クイズを出題することで、より深く知ってもらうことができます。また、クイズに答えていくとある文字ができるなど、さらに楽しさを加える工夫もできます。地図を使ったクイズも面白いと思います。子供が参加する場合は、子供向けのクイズも必要です。クイズは、「課題解決」の楽しさを増す上でも、難しめがよい場合もあります。また、ちょっとした参加賞も「楽しさ」を印象づける要素として効果的です。
クイズオリエンテーリング地図の例　　　　　　　　　クイズの例

スコアオリエンテーリング形式によるクイズオリエンテーリングの例

（５）トレイルオリエンテーリング
地図を用いた課題解決を全面に打ち出した競技形式としてトレイルオリエンテーリングがあります。トレイルオリエンテーリング協会のHP（http://www.trail-o.com/）には以下のように説明されています。
車椅子の通れる道や小道のコースをたどり、コントロールに設置されたフラッグ群の中から課題にあったフラッグを選び出します。非常に正確に表現された地図と、位地説明表をたよりに、地図上の円【○】の中心にある（特徴物や特徴部分に設置されている）フラッグを選び出すのです。
道や小道上を行ったり来たりして正しいフラッグを判断しますが、道から外れてフラッグに近寄ることは出来ません。（林の中には入ってゆきませんから危険はありません）
コースの道や小道上に表示されたＤＰ（ディシジョン・ポイント）と呼ぶ地点から見た順序で、それぞれのフラッグは、左からＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅと呼ぶ決まりになっています。課題に合ったフラッグを決めたら、コントロール・カードにパンチします。正しければ１点の獲得です。
上級クラスでは、課題に合ったフラッグを決定するまでの時間（秒）を測るコントロールがあります。これは成績を決める時に同点者が出た場合、決定までの時間が短い人が上位になる仕組みです。この時間を測るコントロールを、「タイム・コントロール」と呼んでいます。
（６）クイックオリエンテーリング
地図は全く使わず、広い場所も必要としない方法としてクイックオリエンテーリングがあります。、１０ｍ四方くらいの空き地に、下図の○印の位置にポイントをおきます。
参加者は下図で示された順番でポイントを回り、タイムを競います。ゆっくりやれば簡単ですが、これでみんなでタイムを競うとあせりから思わぬ間違いを起こしたりします。特に体の向きが１８０度かわるようなポイントでは一瞬、図と実際のポイントの関係を錯覚し、間違えやすくなります。
この例ではポイントの通過確認とタイム計測をICカードで行っていますが、審判の目視とストップウオッチを使えば簡単な目印だけで行えます。
§３　地図を使った活動事例
【初心者向けミニポイントオリエンテーリング体験プログラムの進め方】
松澤俊行
＜目的（期待できる効果）＞
楽しみながら体を動かす機会を提供する。
地図の読み方、扱い方の初歩を知る。
グループ内のコミュニケーションを促進する。
ポイントＯの段階的に理解してもらい、新しいスポーツの習得のきっかけを与える。
＜準備するもの＞
　地図（公園マップ等の狭い範囲内で充分。１：2000などの大縮尺図で行う。）
　番号札付きコントロールフラッグ（牛乳パックで作成したものなども可。）
　通過証明に必要な器具（パンチ器具がなければクレヨン、シール等でも可。）
＜コース設定の仕方＞
　集合場所で発着点となる（リレーの場合中継点にもなる）地点を中心にし、いくつか周囲にコントロールを配置する。
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【全コントロール図の例】
中央の集合地点からポストが見えても良い。参加者が子どもだけなら、全て見えているぐらいの方が良いだろう。
ステップ①　１ポストリレー
　例えば、３人１組でリレーを行う場合、次の方法が考えられる。
· 地図とチェックカードをバトン代わりにする
· 各自にコントロールを１つ描かれた地図を渡す
　各チームに回る順番を指示（前走者にゴールしたらスタッフが次走者に伝える、チェックカードに書いておき、それを見て言ってもらうなど）して、リレーしながら回ってもらう。上記のように７つコントロールがあり、３人１組でリレーを行う場合は、１人が２つずつ回り、エース？のアンカーが３つ目を取る、１つは「ハズレ」として間違えてそこを取ったメンバーがいた場合は失格とする、などの進め方が考えられる。

[image: image6]
【コントロールが１つ描かれた地図（概念図）】
実際は特徴物の描かれた地図を用いる。大人向けの場合は「なし」（上のような、△と○だけの図を用いる）でも可であろう。
ステップ②　３ポストリレー
次は、少し発展した形でのリレーを行う。
　複数のポストを順番どおりに回り、タッチしてゴール順を競う。
　コースを複数用意し、他チームと回る順番を変える。各コース最終ポストは同じにしておく、アンカーだけは同じにしておく（ただし参加者には伝えないでおく）と、中継のタイミングの判断や、順位の判定がしやすくなる。
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【３ポストリレーのコース例】
コースを変えても、できるだけ長さや難易度は同じぐらいになるようにする。子ども向けの場合、ループ（右図のようなコースの交差）はない方が良いだろう。
ステップ③　ポイントオリエンテーリング
　仕上げとして、個人でのポイントＯを行う。
　それまでの経験を活かせ、いくばくかの充実感と達成感が得られるようなコースとする。
[image: image9.png]



【ポイントＯの例】
ポストはそれまでのプログラムと使い回しても良い。間違いが起こらないようにするには、使わないポストを回収した方が良いが、確認を促すため、また「当たり外れ」の楽しさ（？）を感じさせるためにそのままにしても構わないだろう。
＜その他＞
・　ステップ①とステップ②は、悪天候の場合、屋内（体育館等）で行うこともできる。
・　中央の集合場所に大勢集まりにくい場合は、２～３チームごとに対戦するトーナメント形式にしても良い。
・　ステップ①とステップ②は正置（整置）が、ステップ③は地図記号の理解とルートプランニングが必要となる。各プログラムの前に、適宜レクチャーやアドバイスをすると良い。しかし、時間の制約等で難しい場合もある。プログラム中に理解できない参加者にはゲームの進行中にアドバイスをしつつ、「面白い」「うまくなったら楽しめそう」「またやってみたい」と思ってもらえれば「成功」と言えるだろう。
・　このプログラムでは、コンパスはさほど重要ではなく、「周囲を眺めること」「進行方向の変わり方を意識すること」が必要となる。コンパスを使っての正置（整置）は教え出すと時間を使うので、対象者やスケジュールを勘案して、織り込むのが適切かどうかを判断したい。
＊　資料中の図には三河ＯＬＣ作成「愛知教育大学・洲原池」（愛知県刈谷市）を用いた。
＜参考：オリエンテーリングの競技形式の説明＞








１）ポイント・オリエンテーリング　　　　２）フリーポイント・オリエンテーリング
３）スコア・オリエンテーリング
１）のポイントＯ（以下、オリエンテーリングをＯと略す）では、設置されたポストを、地図上の線で結ばれた通りの順番に回って、そのタイムを競う。ポストを回る順番は決まっているが、その間の順路（ルート）は自由である。
２）のフリーポイントＯでは、設置されたポストを回る順番も、ポスト間の順路も自由であるが、全てのポストを回らなければならない。競うのは全てのポストを回り、ゴールした時点での合計タイムである。
３）のスコアＯは、フリーポイントＯに似ているが、全て回り切るのが困難なほど広い範囲にポストが設置される。ポストごとに「得点（スコア）」が決められ、制限時間内に集めた得点を競う。簡単に行けるポストの得点は低く、難しいポストの得は高く設定される。
【オリエンテーリングのスタート形式】
Ａ）時間差スタートと、Ｂ）同時スタートの２パターンがある。ポイントＯではポストを回る順番が同じであるため、地図を読まずに他の選手に付いて行くだけでも良いタイムをマークできてしまう可能性がある。そうした事態を避けるために、時間差スタートで行われることが多い。全員スタートするまでに時間がかかるし、タイムはスタート時刻とゴール時刻を集計し、一人一人計算することになるので手間がかかる。
フリーポイントＯやスコアＯは作戦が分かれるため、同時スタートでも差し支えない。
上記のように形式ごとに長所と短所がある。競技者向けの大会は、「競争性」「公平性」を優先するため、ほとんど全て「時間差スタートのポイントＯ」で競われる。
健康増進や、交流、学校での教育目的で行うオリエンテーリングでは、「遊戯性」「簡便性」に勝る「同時スタートでのスコアＯ」が最適な形式と思われる。
§４　体験
体験会場への移動⇒佐布里池「緑と花のふれあい公園」梅の館前。１２：３０集合（予定）
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体験会場付近拡大図
体験会場では「梅まつり」を開催しており大変混雑します。駐車場は３か所ありますが、ほぼ満車状態です。係員の指示にしたがって、右図の臨時駐車場（路駐）に停めてください。

朝倉駅前、市役所前より専用シャトルバス（片道２００円）も運行されています。
■行き（梅の館口下車）
市役所前発（コミュニティバス）
１１：４０（梅の館下車）
朝倉駅前発（知多バス、梅の館口下車）
１１：２８　１１：５８　１２：２８
■帰り
梅の館前発１４：５３
梅の館口発１４：１０　１４：４０　１５：１０　
＜＜＜迷った時は　０９０－１４１５－７７９２　新帯携帯まで＞＞＞
体験内容
（１）見学：地図を利用したイベント
ここでは、実際に地図を利用したイベントの見学を行います。お昼ご飯を食べても時間に余裕があるようであれば参考でご参加ください。
このイベントは、オリエンテーリングのパーマネントコース地図を利用したポイントオリエンテーリング形式を用い、効果としては「地図を見て歩く楽しさ」を狙っています。
運営上、以下のような工夫されている点も見学してください。
・地元のイベント（梅まつり）に協賛し、その中の１行事として組み入れている。
　（お祭りのポスター、チラシなどに掲載。場所を確保してもらっている）
・クイズを出題することで、次のポイントへの興味を引き付ける。
・また子ども用には別のクイズを用意し、興味をもって参加しやすいようにしている。
・看板、参加賞、２回以上参加による記念品などイベントとしての楽しみを加えている。
・参加無料、申し込み不要、受け付けたらすぐにスタートなど、参加しやすい運営スタイル。
・受付、スタート、ゴールを一か所で行うことで、運営スタッフを削減している。
　また、１番ポイントを受付にすることで、地図の見方、参加方法をきちんと説明できる。
・同時に、前の参加者がいることで、次の参加者が参加しやすい雰囲気を作る。
このイベントでは過去、参加者から以下のような感想が来ています。
・うれしく、たのしくウオーキングできました。また来年も参加したいです。
・オリエンテーリングがあると子供のあきず、楽しくウオーキングできました。（豊明市）
・クイズ難しかったです。（名古屋市千種区）
・いろいろな花の勉強になりました。（弥富市）
・新しい発見がありました。（知多市）
・きっかけがないと公園とか出掛けないので、オリエンテーリングはとてもうれしいです。
・花木を眺めながらのウオーク、心の安らぎとなり楽しかったです
（２）クイズオリエンテーリング体験　子供に地図の見方を教えてみる。
　　　　・目線は子供の高さにあわせる。
　　　　・今いる場所を地図で示す。
　　　　・周りの大きな特徴物（建物、道路など）を示して、地図の向きを教える。
　　　　・地図を自分の前でもって、現地と向きをあわせる。
　　　　・これから向かうポイントの方向を地図の上で確認してもらう。
　　　　・これから実際にいく方角を指でさしてもらう。
（３）初心者向けミニポイントオリエンテーリング体験
　（詳細は現地にて。ただし状況により内容変更あります）
体験終了したら、各自、体育館会議室へ戻ってください。
（目安：１５：００ころまでに

§５　アウトドア活動の企画、運営
ここでは、実際に地図を使ったアウトドア活動の企画、運営などのポイントを解説します。
（１）場所の選定と危険個所の確認
まず場所を選びます。遠足で行く先の公園とか、林間学校を行う野外センターとかの場合は、場所は決まっていますが、同じ場所でもどの範囲を使うかを考えないといけません。特に、公園など範囲が明確にわかる場所や学校周辺など参加者が皆なじみのある場所以外で運営する場合、迷ったときに参加者が地図の範囲に出てしまわないよう周辺が大きな道路で囲われている範囲などを使うことが望ましいです。
つぎに、重要なことは「危険個所を避ける」ということです。そのために事前に現地へ出向き、危険個所を把握しましょう。一見安全そうな公園でも、普段はいかない部分には危険個所が潜んでいる可能性があります。
・自動車が通過することはないか？
・井戸や池、沼地など子供が落ちやすい場所はないか？
・ふたがしっかりしていないマンホール、浄化槽や穴などはないか？
・他の利用者が大勢いて、ぶつかる可能性はないか？
・畑や耕作地など、入ってはいけない場所はないか？
これらを踏まえ、使う範囲とコースを検討します。場合によっては、以下の対処を検討します。
・自動車が通る道路を横断しなければならない場合はスタッフをおく。
・危険個所にはロープを張る、など近づかない工夫。
・池やがけなど落ちやすい場所からコースを離す。
・これ以上行くと迷う可能性がある道にロープやスタッフを置く。
さらには、使う地図にもこれら危険個所を記載し、参加者に注意を促すのも有効です。
（２）保険
団体で運営する場合は、かならず、保険をかけましょう。１回きりのイベントでも保険をかけることができます。普通の保険代理店に問い合わせてみてください。保険には下図のような種類があります。
障害保険は、参加者が怪我をして通院、入院した場合に補助されます。賠償責任保険は、主催者に過失がある事故などで、損害賠償を求められた場合に払われる保険です。裁判になれば巨額な費用が必要ですし、賠償額も億になる場合もあります。団体でイベント等を運営する場合は、かけておいた方が無難です。
共済見舞い金は、心臓発作など、主催者の過失や本人の過失によらず発生した傷病に対し払われるものです。たとえば、マラソン大会で心臓発作で倒れた場合は障害保険の対象外ですが、共済見舞い金の対象にはなります。
（これらをあわせたマラソン専用の保険もあります）
（スポーツ安全協会http://www.sportsanzen.org/　から）
（３）場所の管理者の承諾
公園などで行う場合、大勢の人数があつまって行い、他の利用者に影響がでそうな場合は、必ず事前に公園管理者などに申請して許可をもらいましょう。テントなど敷地を占有する者を使う場合は、そのような申請が必要な場合がほとんどです。
公園側より他の利用状況や注意点などを聞いて、計画へ反映します。
（４）参加形態を考える
目的としている効果と安全性、参加者の構成を考慮して、参加形態を決めます。
グループでの助け合いを効果として考えているのであれば、グループでの参加になります。ただしグループの人数が多すぎると、他の人についていくだけとなり、狙った効果がでない場合があります。
見渡しがきかない、途中迷う可能性が高い、交通量が多いなどの場所では、かならず複数人行動を基本とします。あるいは、個人で行う場合でも、スタートからポイントへ行ってすぐに戻ってくるような、常に居場所が把握しやすい運営を行います。
公園などの安全が確保でき、見渡せる場所であれば、「自分の力で頑張る」という効果を狙う場合、小学生中高学年であれば一人で参加してもらうのもよいと思います。
小学生低学年ですとまだ地図が読めないので、広範囲にわたる場合は保護者同伴とします。
このほか、必要に応じ、要所にスタッフを配置するなどの配慮をします。
（５）地図の準備
運営する場所の地図は以下のような手段で入手可能です。必ずしも正確な地図でなくても、それに合わせた運営により、十分に楽しめる企画にすることができます。
・国土地理院発行の地形図
　大きな本屋さんには売っています。ただし、コピーするには許可が必要です。
　Webからも入手できます。電子国土ポータル　http://portal.cyberjapan.jp

・インターネット
　GoogleやYahooなどの地図情報が得られます。航空写真も可能です。ただし、個人的に楽しむ場合以外には使えません。

・道路地図、都市地図
　本屋さんで販売しています。ただしコピーすることはできません。
・公園の案内図など
　公園や施設にある案合図などをそのまま利用します。無料で入手可能な場合が多いです。
地図は、「著作物」ですので、権利者に無断で複写、利用はできない場合が多いです。
・オリエンテーリング用地図
各所にあるオリエンテーリング用地図を利用します。
パーマネントコースは管理者（通常は市町村や公園管理者）がいつでも利用できるように販売しています。愛知県では以下の１０コースが準備されています。

この他にも各オリエンテーリングクラブが作成した地図があります。愛知県では以下のような場所の地図があります。これらの利用については、各県オリエンテーリング協会等へお問い合わせください。
・自作
国土地理院の地図などを元に、簡単に手書き程度で地図を作ることもできます。
本格的には、地図作成専用ソフト（O-CAD）を利用する手もありますが、かなりの熟練が必要です。地図作成も各県オリエンテーリング協会に問い合わせてもらえれば支援が受けられる場合があります。

（６）用具の準備
ポイントを示すフラグや立てるための棒などが必要です。オリエンテーリング専用のものでなくても、空き缶にペイントしたもの、A4用紙に印刷してラミネートしたもの、などでも十分代用可能です。
また、ポイントを通過したことを証明するものとして、ICカードやパンチなどもありますが、特定のシールを利用したり、クレヨンなどの色をかえておく、という方法もあります。
タイムを計測する場合はストップウオッチや秒までわかる時計があればよいでしょう。
オリエンテーリング専用のICカード式のものも、各県のオリエンテーリング協会にお問い合わせいただければ、貸出先などを教えてもらえます。
（７）コースの企画
地図が準備できたら、狙っている効果を引き出すようなコース、ポイント位置を考えます。団体行動の協調などを狙う場合は、あまりに長いコースでは疲れてしまいます。逆に「やり抜く根性」を養成したい場合は、ある程度長さが必要です。
子どもは、長すぎるコースは疲れてしまい、せっかくの楽しさが半減してしまう場合があります。
コースは、参加者がそのポイントでどう考えて行動するのか、を想像しながら作成していきます。
基本的には、なるべく多くのルートが考えられるようなコース設定をします。
（８）当日の指導、運営
まず、重要なことは、参加者の安全とマナーについて説明することです。参加形態にもよりますが、安全上の注意としては、
・絶対に一人で行動しない。（グループでの参加形態の場合）
・危険個所を示してある場所には近づかない
・急いでいても、信号や横断歩道でわたる。
また、「アウトドア」とはすなわち「社会」そのものですので、以下のようなマナーを伝えることも指導者の重要な役割のひとつです。
・民家や畑などに入らない。
・その場所を借りていることに感謝し、荒らしたり、汚したりしない。
・他の利用者の迷惑とならない。
具体的な内容の指導で重要なことは、この企画の狙いがどこにあるかを参加者に伝えることです。最初に指導者が説明する場合と、一度体験してもらい、あとから自分自身で振り返りながら気づいてもらえるようにアドバイスする場合があります。あわせて、コースを設定したときの狙いや指導者が想定した参加者の行動なども一緒に説明するとよりわかりやすくなります。
「地図をみて目的地へ行く」という行為自体は、実は誰もができることです。重要なのは、その体験を通じ、団体としての協力とか、自分で自分の行動をチェックし修正することなどを学びとることです。このためには、適切な振り返りによるフィードバックが重要です。
一度体験したのち、自分たちで「どこがどうよかったか、わるかったか」を話あったりすることは、とてもよい振り返りとなります。そのように導いてあげることも、指導者の重要な役割です。
（参考資料：小冊子「企業研修におけるオリエンテーリングの利用」）
アンケートご記入のお願い
今後の参考とさせていただきますので、ぜひご協力ください。
本日、提出していただいてもよいですが、あとでメールしていただいてもOKです。
メール先＞shintai@mrh.biglobe.ne.jp
質問１：今回の研修の内容で役立つと思われるものは何でしたか？
質問２：今回の研修にはない内容で、不足していると思った内容はありますか？
質問３：今回の研修で、今後やくだててみたい企画はなにかありますか？
質問４：研修の全般（運営、内容など）について、ご意見あればご記入ください。
ご参加、ご協力ありがとうございました。
（参考資料１）
浜北市立新原小学校スクールＯの概要報告（暫定版）
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【経緯】
 かつての指導学生と別件で連絡を取り合っているときに、「土曜日は行事に使うことが多い」と聞いた村越から、「ではオリエンテーリングをやってみてはどうか？」と提案したことから、スタートした。
 当初は、父母も参加した地域探索のようなものをイメージしていたが、結局子どもだけで実施するものに落ち着いた。父母が参加すると、どうしても手出しをしてしまうという判断もあった。結果的には子どもたちだけでやったことは正解であった。
【スケジュールと概要】
実施日　　２００１年１１月１７日
  ８：３０ 集合、説明
  ８：４０ 校内オリエンテーリングスタート
  ８：５０ごろ 校内オリエンテーリング終了。休憩
  ９：１０ 校外オリエンテーリングの説明・グループ別作戦会議
  ９：２０ 校外オリエンテーリングスタート
  10：００ 校外オリエンテーリング制限時間
  10：３０ごろ 成績発表と表彰式
  村越側としては、一人一人が地図を持ってナヴィゲーションをさせたいという意向があったが、学校側としては、校外で一人一人がばらばらになってオリエンテーリングをすることに安全面での危惧があった。その妥協的なアイデアとして、まず校内で一人でオリエンテーリングをし、その後グループで校外での本格的なオリエンテーリングを経験するという２種目からなるプログラムとなった。結果として、校内でのオリエンテーリングを経験することで、無理なくオリエンテーリングとはどのようなものかを経験する機会が得られたこと、校内での易しいオリエンテーリングと校外での難しいオリエンテーリングがうまくバランスとれたことなどの点から、この妥協案は成功であった。
【概要】
校内オリエンテーリング
 若干の森があり、神社の社もある校内に７ポイントを設置。地図は１：１２５０をo-cadで作成。遊具は鳥瞰図的にあらわした。速い子で５－６分、遅い子でもその倍程度で回ってこれた。フラッグにはシールを置いて、それを手元のチェックカードに貼ってくることとした。
 スタート前に、三角と丸の意味を説明。また地図記号で建物やプールを確認。スタートからは見えない位置にあるコントロールはどちらの方にあるだろうか？という質問で、児童たちがほぼ校内の地図が理解できていることを確認。
 神社の灯篭などは黒×であらわしたが、児童は非常にきになっていた様子で、何人もからなんですかと質問された。
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校外オリエンテーリング
 ３ないし４人一組のスコア形式。ｏ－ｃａｄで作図した1:5000の地図を利用。この地図は記号のスケールを調整したほかは、ほぼｏ－ｍａｐの作図規定通り。はたけと果樹園、民家等には凡例を付けた。
 コントロール数は１３個。４０分で全部は回れないよう設定したつもりだったが、一組あやうく全部回られそうであった。平坦な土地で、道もはっきりしていたので、上位のチームはほとんど迷わずに回ったようだ。合計２００点だが、最下位のチームは４０点ほど。多くのチームは１００点以上であった。
 校内に比較して、難しかったという声が多かったが、校内での経験もあり、適当なレベルの（チャレンジのしがいのある）難しさだったと思われる。
両方の地図をあわせて、調査が４時間程度。作図が？時間程度。
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【教師側の反応】
・こんなに何もないところでもオリエンテーリングができるということが分かったのが収穫。→村越からみれば、こういう場所でこそ小学生の初級者を無理なくオリエンテーリングを経験させる環境として理想的だと思われたが、一般の人から見ると「オリエンテーリングは自然の中で行うスポーツ」というイメージが強くあるようだ。こういうイメージが、オリエンテーリングを日常空間の中で実施することへの障害になっているかもしれないという点が分かったことは収穫であった。
・普段運動しない子も一生懸命走っていた。
 現実生活にとって何の価値のないものでも目標があるというだけで、子どもたちは思わず走り出してしまうものである。特に校内でのオリエンテーリングで、リアリティーが形成されていた子どもたちは、難しいながらも、フラッグを求めて走りまわった。その点が教師にとっては新鮮だったようである。
【子どもたちの感想】
・地図を読めなかったです
・むずかしいところがあって、本当にあっていたかわかりませんでした。でも勇気を出し向かったらあってよかったです。今度は妹やいとこを誘ってやりたいです
・最初は絶対校外オリエンテーリングで３位いないにはいるわけないやと思っていたけど、みんなで力をあわせて３位にはいったのでよかったです
・校外が難しく５番をさがそうとしたら４番の２０点があり、こんなこともあるんだなと思いました。この運動は楽しくやれるからまたやりたいと思いました。
・校外オリエンテーリングは地図がわからなくなってびりになって４０点だったけど、楽しかったです
・３位に入れなかったけれど頑張れてよかったです
・校外オリエンテーリングで走ってばかりでつかれてしまったけど楽しかったです。
・私は地図を見るのは苦手ですが、すごくむずかしかったです。でももう一度やりたいです。
・オリエンテーリングというはじめての遊びをやって、難しいと思ったが全然難しくなかったしたのしかった
・私はまたオリエンテーリングをやるときはもっとすごい点数をだしたいです。でもついてきた人がいたからちょっぴり嫌でした。
・３位の中には入れなかったけど、グループと協力できてよかったです。次は本当のオリエンテーリングをやってみたいです
・僕は始めてのオリエンテーリングをやって、校内はふつうぐらい難しいけど、校外はすごく難しかったです。でもすごくたのしかったです
・地図の見方が途中で難しくなって１０点のところがさっぱりわからなかったけど、地図の見方がもっと詳しくわかってよかったです。
・僕は最初はかんたんだと思っていたけど、実際やってみたら難しかったです。だけど、すごくたのしかったのでよかったです。
・地図を見るのがあんまり得意じゃなくて道がよくわからなくて苦労したけど、頑張ってできてよかったです。
・今日はじめてオリエンテーリングをやったけど、私が一番思ったのは、このスポーツはみんなと仲良くなれるスポーツだと思いました。地図は苦手だけどみんなと協力できてよかったです
・賞状をもらえなかったので、今度は１０位までの賞状を作ってほしいです。疲れてもたのしかったです。
・ちょっとむずかしかったけど自分なりにがんばれたし、ちょーちょーちょーすごくたのしかったです。
・頭と体力を使うので楽しかった
・校外オリエンテーリングはちょっと難しかったです
・もっと地図がむずかしいと思ったけれど、けっこうかんたんでした。
・僕は道を間違えてしまいました。でもそれが僕たちを１位にしてくれました。
・もう少し地図を詳しくしてほしい
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